様式第1号
①
火災損害申告書(建物)
年　　月　　日　　
　阿蘇広域行政事務組合消防本部
　消防長　　　　　　　　　　殿
申告者　　　　　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　　　　
　　　　年　　月　　日発生の火災によりり災したので、下記のとおり申告します。
	り災場所
	　

	り災場所の所有者住所
	　
	連絡先
	　

	り災場所の所有者氏名
	　
	年齢
	　
	性別
	　

	り災物件と申告者の関係
	1所有者　2管理者　3占有者　4その他(　　　　　　)

	り災世帯構成
	氏名
	世帯主との続柄
	生年月日
	性別
	職業

	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　

	
	　
	　
	　
	　
	　

	今後の連絡先
	氏名
	　
	電話番号
	　

	新築時概要
	建築・購入年月日
	建築時の面積
	建築価格・購入価格

	
	推定　記録　記憶　不明
	推定　記録　記憶　不明
	推定　記録　記憶　不明

	
	　　　　　年　　月　　日
	建築面積
	m2
	円

	
	
	建築延面積
	m2
	入手種別
	新築　中古

	経過
	修繕改築
	改築等年月
	修繕、改築等を実施した箇所、内容等
	改築等経費

	
	
	年　　月
	　
	円

	
	増築
	増築年月
	増築の概要
	増築面積
	増築経費

	
	
	年　　月
	　
	m2
	円

	建物概要
	建物用途
	　
	建物階数

各階面積
	地階
	　
	4階
	　

	
	建物構造
	　
	
	1階
	　
	5階
	　

	
	屋根
	　
	
	2階
	　
	6階
	　

	
	壁
	　
	
	3階
	　
	計
	　


②
	火災保険
	保険会社名
	加入年月日
	保険金額
	備考

	
	不動産
	　
	年　月　日
	円
	　

	
	
	　
	年　月　日
	円
	　

	
	
	　
	年　月　日
	円
	　

	
	動産
	　
	年　月　日
	円
	　

	
	
	　
	年　月　日
	円
	　

	
	
	　
	年　月　日
	円
	　

	動産でり災したもの

	物品名
	数量
	り災別
	購入年月
	購入価格
	備考

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	　
	　
	焼・水・破
	　
	円
	　

	※　受付欄
	※　経過欄

	　
	　


備考

　1　この申告書は、消防法第34条に基づき提出するもので、提出がなければ、「り災証明願」の発行できない場合があります。

　2　建物は1棟ごと、り災物件に該当する項目を記載して提出してください。

　3　損害額の算定資料となりますので、明確なもの以外についても概ねの数値を記載してください。

　4　り災別欄の「焼」は火災により焼けたもの、「水」は消火の水により使えなくなったもの、「破」は火災等で破損、又は爆発により壊れたもの等を○により明示してください。

　5　物品欄等が記入しきれない場合は、別紙により提出してください。

　6　この申告書は、り災した日から概ね7日以内に提出してください。
